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第 11 回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

―学習者オートノミーを育む言語学習とその支援― 

 

日時：2018 年 2 月 16 日（金）13:00〜17:00（受付 12:40〜） 

場所：大阪大学吹田キャンパス IC ホール 2 階 講義室 5 & 6 

主催：大阪大学国際教育交流センター 

 

 

プログラム 

 

総合司会 国際教育交流センター 特任准教授 金 孝卿 

 

13：00〜13：10  開会の挨拶           国際教育交流センター センター長  有川 友子 

                                   

13：10〜14：10  講演１：学習者オートノミーを育てる教育実践：これまでの蓄積と新たな展開  

 大阪大学大学院文学研究科 教授 青木 直子 

 

14：10〜14：20  休憩 

 

14：20〜15：05  講演２：神田外語大学セルフアクセスセンターのこれまでの活動と今後の展望： 

              生涯にわたり学び続ける力 

神田外語大学セルフアクセスラーニングセンター  

主任ラーニングアドバイザー ワトキンス 聡子 

 

15：05〜15：20  休憩 

 

15：20〜16：00  報告：オンライン自律学習支援サイト「OU日本語ひろば」の構想について 

    大阪大学国際教育交流センター日本語教育研究チーム 教授 義永 美央子 

 

16：00〜16：10  休憩 

 

16：10〜16：55  全体討論：大学における言語学習と学習者オートノミーを考える 

       司会 国際教育交流センター 准教授 難波 康治 

 

16：55〜17：00  閉会の挨拶           国際教育交流センター 副センター長 村岡 貴子 
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第 11 回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

―学習者オートノミーを育む言語学習とその支援― 

 

主催 大阪大学国際教育交流センター 

 

 

背景および趣旨 

 

 現在、本学には 2,000 名を超える留学生が在籍し、その多くが日本語学習を必要として

います。また、高校時代までを海外で過ごした日本人学生や学籍を持たない外国人教職

員・研究員などを含めると、日本語学習を必要とする大学構成員の数はさらに増加しま

す。この人たちは、母語や年齢、専門だけでなく、日本語学習の動機、必要とする日本語

のレベルや機能、日本語学習のために使える時間、さらには学習スタイルなど、様々な面

で多様性に富んでいます。彼・彼女ら一人一人の日本語学習を支援し、大学コミュニティ

への十全な参加を促すためには、いわゆる教室の枠を超えた、新しい学習環境をデザイン

していく必要があるでしょう。 

 一方、近年の教育の目的として、市民性の涵養、そして、主体的に学ぶ姿勢の重要性が

指摘されています。自らの行動に責任を持ち、主体的に生きる人を育てるという教育上の

大きな課題について、言語教育関係者はどのように貢献することができるのでしょうか。 

 これらの課題については、近年、学習者オートノミーの研究が理論と実践の両面で多く

の知見を提供しています。そこで本年度の専門日本語教育研究協議会では、学習者オート

ノミーを育む言語学習およびその支援のあり方をテーマとして取り上げ、参加者の皆様と

共に考えたいと思います。具体的には、まず、大阪大学大学院文学研究科の青木直子先生

に、学習者オートノミー研究の最新の動向と実践方法についてご講演をいただきます。次

に、学習者オートノミーの理念に基づく SALC（Self Access Learning Center）を日本国

内で先駆的に開設・運営されている神田外語大学での実践の歴史と現状について、ワトキ

ンス聡子先生にお話しいただきます。また、大阪大学国際教育交流センターの義永美央子

は、現在本センターで企画準備中であるオンライン日本語自律学習支援サイト「OU 日本語

ひろば」の構想と計画について報告します。 

 協議会の後半では、前半の講演および報告に基づく全体討論を行い、大学における学習

者オートノミー育成の可能性について、広く情報共有や意見交換を行う予定です。これら

の議論が、学習者一人一人に寄り添う実践の充実およびその理論的根拠となる研究推進の

一助となることを願っています。 
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講演 1 

学習者オートノミーを育てる教育実践： 

これまでの蓄積と新たな展開 

 

 

 

 

青木 直子 

大阪大学文学研究科 教授 
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学習者オートノミーを育
てる教育実践:
これまでの蓄積と新たな展開

青木直子（大阪大学）

学習者オートノミーの定義

学習者が自分自身の学習をコントロールする能力、欲求、自由

Benson (2011), Huang & Benson (2013)

 能力がなければできない。
 能力があっても欲求がなければやらない。
 欲求があっても自由がなければできない。

何をコントロールするのか

 目標（明日/来週/来月/来年までに、何をできるようにするか）
 内容（目標達成のために、何を学ぶか）
 リソース（どんなリソースを使って学ぶか）
 方法（リソースをどのように使うか）
 評価方法（できるようになったかどうかはどのようにして確認するか）
 順番（何から学び始めるか、次に何をするか、あとでやることにするのは何か）
 場所（どこで学習するか）
 時間（一週間/1日のうち、いつ学習するか、どのくらいの時間学習するか）
 頻度（毎日やるか、週に何回やるか）

Holec (1985)

 目的（日本語ができるようになったら、何をしたいか）

Benson (1996)

コントロールするのは計画だけか

計画を実行に移すための工夫
 計画を忘れない工夫
 タイム・マネジメント（以上２点、コーチングのテクニックから）
 やる気の維持（Ushioda, 1996）

学習活動中のコントロール
 認知過程
 物理的環境
 気持ち
 他者

学習者オートノミーをどこから見るか

 ポリティカルな視点
 学習者が自分の人生の著者になる
 責任ある市民を育てる

Holec (1981)

 心理学的な視点
 社会文化理論 Little (1991, 1996, 2007)

 ストラテジーの訓練 Wenden (1991)

 情意的側面 Aoki (1999), Hurd (2008, 2011) Tassinari (2016)

 生態学的な視点・複雑系理論の視点
Palfreyman (2014), Murray & Lamb (2018)

⾧年の実践経験と研究からわかったこと

 学習者オートノミーは育てるものである。
 学習者オートノミーは何でも1人でするということではない。

フェミニストらの批判（e.g. Mackenzie & Stoljar, 2000）
Little (1991; 1995; 1996, 2007)

 学習者オートノミーの実践は子どもから社会人まで、どんな年齢でも可能である。
 初等中等教育での実践 Dam (1995), Thomsen (2003), Lamb (2000), Kirwan (2014; 2016) 

 成人移民への言語教育での実践 リトル (2011), Carson (2014), 奥（2016）
 学習者オートノミーの実践は恵まれた環境でしかできないというわけではない。

Smith, Kucha & Lamb (2017)

 学習者オートノミーの実践には教師オートノミーが必要である。
Little (1995), Thavenius (1999), Vieira (2000), Aoki (2002), 青木(2006)、Benson (2010), Gao 
(2017)
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学習者オートノミーを育てるための
実践の数々

 セルフアクセス
 タンデム学習
 アドバイジング
 交渉によるカリキュラム
 交渉による授業計画
 CEFR/JF日本語教育スタンダードとポートフォリオ
 授業外の学習
 テクノロジーを使った学習
 言語学習史（LLH）
 ランゲージ・カフェ

新たな展開１:
複言語主義と学習者オートノミー

なぜ複言語主義と学習者オートノミーは関
係があるのか
 複言語主義:人の言語体験は、「言語」や「文化」という単位で切り離されるわ
けではなく、複数の言語と文化の相互作用によって新しいコミュニケーション能
力が育つ。人は状況と自分の目的に合わせてその能力の適当な部分を取り出して
使う。

Council of Europe (2001)

 人の置かれた状況や目的は一人一人異なる。したがって、必要な能力も一人一人
異なる。

 自分に必要な能力を身につけるための学習は、自分でデザインするのが手っ取り
早い。

Little (2017)
複言語話者を育てるための言語教育に関する5つの提案
1. 能力の程度にかかわらず必要な時に必要な言語が使えるためには、学校で学んだ言語
が日常生活の言葉（everyday lived language）になる必要がある。そのためには、
言語使用の機会を作らなくてはならない。

2. 授業での言語使用は、学習者が主体的に、自分の興味・関心に基づいた本物のコミュ
ニケーションを行えるようにする必要がある。

3. 授業で目標言語を使うことは重要だが、それと同時に、目標言語の能力不足は、他の
言語の能力や語用論的、社会言語的能力で補うという姿勢も大切である。（青木:
CEFRのいう一般的能力で補うこともできる。）

4. メタ言語的、メタ認知的内省を促すことも大切。
5. 頭の中でも、実際の言語使用でも、複数の言語が混在しているかもしれないが、目標
言語の能力を最大限に伸ばすには、目標言語で頑張る姿勢も大切。特に書くことは大
切。自分の選んだトピックで自己表現をすることで、目標言語がアイデンティティの
一部となる。

Little, Dam & Legenhausen (2017)もご覧ください。

Kirwan (2014; 2016)
 ダブリンの小学校での実践。家庭の言語が英語ではない生徒が大半。アイルラン
ドでは、小学校からアイルランド語も必須科目。つまり、英語以外の言葉で育っ
た子どもたちは、英語とアイルランド語を学ばなくてはならない。また、5年生か
らは、ここに外国語科目としてフランス語が入る。Kirwanは、それに加えて、家
庭の言語のリテラシーを育てることも目標とした。

 CEFRをもとにした、学習者オートノミーを奨励する実践の中で、保護者の理解と
協力をとりつけ、作文などを子どもたちが自分で選んだ2つの言葉で書くように促
した。

 その結果:
 子どもたちのメタ言語的知識が増えた。
 家庭の言語について、親や年上のきょうだいが手伝うことで、より広い学校コミュニ
ティの中でインターアクティブに学ぶ機会が創出された。

 英語がL1の子どもたちのアイルランド語を学ぶ動機が強くなった。
 2言語だけでなく、知っている言葉すべてで書く子どもが見られた。

新たな展開２:
学習者オートノミーとWeb 2.0

このタイトルはCappellini, Lewis & Rivens Mompean (2017)から借用しました。
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 言語学習用アプリ
AnkiApp, Memrise, 中国語上手、英語聞き取り王国etc. 

 言語学習用サイト
Duolingo, Busuu, Babbel, BBC Languages, 沪江、げんきな自習室、東京外国語大学言語モジュール etc.

 言語学習用SNS

Lang-8, HiNative, Italki, HelloTalk, tandem, etc.

 一般のSNS、インターネット電話、検索システム, 翻訳サイト etc.

Reinders & White (2011)

最近の若者のやっていること

 日本のアニメを見る
 日本のドラマを見る
 Skypeで日本人と会話する
 Skypeで日本人とチャットをする
 日本のファッション雑誌を読む
 星占いを読む
 日本語のポッドキャストを作る etc.

阪大の学生たちが中国の大学生に聞いた話では

欧（2016）
中国の大学で日本語を専攻する学生に、インターネット上のリソースの利用について
インタビューし、修正グランデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）により分析
した。そこからわかったインターネット上のリソースを使うようになるための条件
は:

 日本語の上達のためには、生の日本語と接触することが必要だという考えを持っている。
 自分の能力の不足、授業内容と自分のニーズとの不一致に気づいている。
 大学入学前にインターネット上で日本のポップカルチャーと接触した経験がある。
 日本のポップカルチャーに関心を持っている。
 日本語学習に使えるリソースとその使い方について情報をもっている。

 周囲の他者から情報提供を受ける

 ほかの外国語の学習経験を利用する

 自分で探す

新たな展開３
教室外の学習

Bellingham (2004)

 中国や韓国からニュージーランドに移民した成人英語学習者に授業外でどのように英語
を勉強しているか聞いた。
 近所の蚤の市に出店する

 不動産屋のオープンハウスに行く（家を買うためではない）

 市役所の相談窓口に問い合わせに行く

 家に母語話者の下宿人を置く

 電話でクラスメートと毎日１時間話す

 テレビのニュースを見る

 これはインターネット以前の時代、世代の実践。

スマホが普及した現在では、同じような世代でも、新しい学習方法を使っている
Kukulska-Hulme, 2012, p.11
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Kukulska-Hulme, 2012, p.12

 授業=特定の場所、特定の時間に特定の人々が、特定の事柄を教える、あるいは学ぶ目的で集まる
こと。授業外=それ以外

ベンソン（2011）

 「個人の学習を記述しようとすると、１つの場面だけではなく、複数の場面の組み合わせの中での
学習を記述することになる」

（ベンソン, 2011, p. 235)

 「教室学習と教室外学習は区別せずに、一人一人が日常生活の中で言語学習に取り組む様子をもっ
と自由に調査するほうがよいのではないか」

ベンソン（2011, p. 236）

 「教室外での学習が広まってきた今日、教師は授業における学習だけに焦点を当てている訳にはい
かなくなってきた。（中略）我々は、複数の学習空間、学習の場の存在と価値を認め、それらを包
括的に扱わなくてはいけない。」

Murray & Lamb (2018)

新たな展開 4:
学習者オートノミーのための空間のデザイン

なぜ学習空間を考えることが必要か
 空間を解釈して、自分の学習ニーズに合わせて変えていく自由も学習者オートノミーのうち。だから、学
校空間を設計する時には、建築家が思いもよらない使い方をも可能にする柔軟性が必要。

Parnell & Procter (2011)

 リサーチ・アジェンダ
 様々な異なる空間がそれぞれどのように学習者オートノミーの発達につながるか。
 学習者は、どのように空間を変え、専有し、形作り、学習の場としていくか。
 空間の理論と学習の理論の関連をどのように考えたら、様々な空間における学習者オートノミーの発達に関して新た
な知見が得られるか。

Lamb & Murray (2012)

 複雑系としての学習空間
 システムは複数の相互作用をする要素からなる。

 それらの要素のコントロールは分散化されている。

 システムは他のシステムとつながっていて、他のシステムを包含すると同時に、他のシステムの一部でもある。
 システムや要素は、変化の過程で互いに影響しあっている。（因果関係は一方向ではない。）

Murray& Lamb (2018)

マーリー、宇塚、フジシマ（2016）
 岡山大学のL-Caféの報告
 「ソーシャル・ラーニ ング・スペースとは、日本人学生と留学生が集い、友達に
なり、互いに言語を練習し たり、お互いの文化や習慣について理解しあったりす
る場所」 （マレー、宇塚、フジシマ, 2016, p. 107)

 5年にわたって収集したエスノグラフィックなデータを「日本語を上達させたい留
学生にとってソーシャル・ラーニング・スペースの利用がどのように有益である
か」という視点で分析 した

 いつ行ってもいつ帰っても、どのくらいの頻度で行ってもいい、言葉を間違えて
も構わないというL-Caféの特徴が、自分で自分の行動を決める力を学生に与える

 学びと遊びは一体である
 日本人学生との社会的ネットワークが発達するにつれて、日本語も上達する
 学生たちは英語と日本語を時と場合に応じて使い分けるので、留学生と日本人学
生の目的がコンフリクトを起こすことがない

 レポートなどのために助け合うことで、学習者オートノミーが育つ
 学生たちは、言葉だけでなく、互いの文化や異文化一般についても学ぶ
 L-Caféがキャンパス外のコミュニティへの橋渡しとなる
Murray & Fujishima (2016), Murray (2017), Murray, Fujishima & Uzuka (2018)など
もご覧ください。
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これからeラーニングのプログラムを作る
時に考えたほうがいいと思われること
 教材を作る必要はもうないのではないか
 どのようなリソースがどこにあり、それはどんな目的でどのように使えるかとい
う情報が検索できるようにすることのほうが重要ではないか

 コントロールの分散化をどのように実現するか
 学習者をサポートするシステムをどう作るか（e.g. アフォーダンスとしての環境、
アドバイジング、アイデンティティの構築)

 学習者同士が出会える場をどのように作るか
バーチャルな場、物理的な場

 市販のアプリや言語学習サイトなど、すでに巨大なポータルが存在する中で、個
別の教育機関に利用者を限定したポータルはいらないのではないか

 何が「正しい」情報であるかを判断する権威は誰が持つべきなのか

これで終わりです。ありがとうございました。
参考文献のリストは以下にアップします。

http://www.let.osaka-u.ac.jp/~naoko/home.html
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講演 2 

神田外語大学セルフアクセスセンターのこれまでの 

活動と今後の展望：生涯にわたり学び続ける力 

 

 

ワトキンス 聡子 

神田外語大学セルフアクセスラーニングセンター 

主任ラーニングアドバイザー 
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 報告 

オンライン自律学習支援サイト 

「OU 日本語ひろば」の構想について 

 

 

 

 

 

義永 美央子 

大阪大学国際教育交流センター 

日本語教育研究チーム 教授  
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オンライン自律学習支援サイト
「OU日本語ひろば」の構想について

大阪大学国際教育交流センター
日本語教育研究チーム
義永 美央子

1 国際教育交流センター(CIEE)

学内共同利用組織
留学生センターから国際教育交流センターへ

日本語教育
研究
チーム

交流
アドバイ
ジング
研究
チーム

短期
プログラ
ム

開発研究
チーム

サポート
オフィス

2

日本語チームのミッション 3

「教育」機能:留学生への日本語教育
教育プログラム（主に「授業」）を提供し、
学びの成果として単位を与える
正規学生（学部生・大学院生）
短期留学生

「支援」機能:大学構成員の日本語学習をサポート
生活の質向上のための日本語学習支援（単位なし）
日本語学習に関する情報提供
研究生
研究員・外国人の家族等
各部局等の支援者の支援

「センター」という組織を考える

留学生中心で、
いろいろなことを学びました

center

4

改めて、「センターの仕事」とは
国際教育交流の「中心」:「ハブ」としての機能

CIEE

学内各部
局 大学本部

学外組織

教員 スタッフ 留学生・
一般学生

研究員・
家族等

地域の方々 学外専門家等

5

日本語教育に関する人・組織・情報・リソースをつなぐ

今のお困り（１）

提供できるリソース（人、授業コマ、教室etc）と
日本語学習ニーズのアンバランス:
十分な日本語学習機会が提供できていない
学生の急増・受講者数の予測が困難
複数のキャンパスの存在
学籍のない大学構成員

そもそも、すべてのニーズに「教室」で対応するのは不可能
→「教室でやるべきこと」と
「個人でできること」を整理する必要性

6
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今のお困り（２） 7

制度・組織の複雑化
集中コース・選択コース
共通教育科目・国際交流科目・学際融合教育科目...

学部生・大学院生・特別聴講学生・特別研究学生・
研究生・科目等履修生…

16研究科・６研究所・４図書館・20以上のセンター

相談の窓口が見えづらい
→日本語学習に関する情報・リソースの一元化

今後の方向性 8

・提供可能な「日本語教育」の質の向上
教育プログラム・カリキュラムの最適化

個々の教員の教授内容・教育技術の向上

・日本語学習のための情報・リソースの
見える化＆一元化

・自律学習支援のための方策の検討
SALC、アドバイジング…

まず自分たちでできること

オンラインの日本語学習ポータルサイト

OU日本語ひろば（仮称）

9
OU日本語ひろばの構成（案）

10

11

22

33

44

教材をさがす教材をさがす

相談する

授業をさがす授業をさがす

日本語レベルチェック日本語レベルチェック

授業をさがす
11 12

18



13 14

15 日本語レベルチェック
16

17 18

19



19 20

21 22

23 教材をさがす 24

20



25 26

27 28

まとめ 29

総合大学における「日本語担当教員」の役割
日本語を教える
日本語を学ぶための環境をつくる
アドバイジング
SALC

オンラインプラットフォーム

ご静聴ありがとうございました 30

本発表は、JSPS科研費
15K02639

および
16H03435

の支援を頂いて準備しました。
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全体討論 
 

大学における言語学習と学習者オートノミーを考える 
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全体討論（16:10～16:55）：学習者オートノミーを育む言語学習とその支援 

司会 大阪大学国際教育交流センター 准教授 難波康治 

 

質問者 1：リトル（2017）1の「授業での言語使用は学習者が主体的に自分の興味関心に基

づいた本物のコミュニケーションを行えるようにする」について、ここでの「本物」と

は？また学習者の興味関心を大事にすると授業の計画ができないのでは？ 

→青木：計画のできない授業をする勇気を教師は持つ必要がある。例えば、デンマークの

小学校では、子どもたちが友達とグループを作って、グループごとにプロジェクトワー

クを行うような実践が報告されているが、教師はそうした学習者の興味関心に基づいた

行動に、適宜関わっていくことになる。その原則に基づけば、一斉授業はできない。 

 

質問者 2：シラバス 15 回分を事前に書くことについてどう思うか。授業をどのように行う

かは、実際の学生の顔ぶれを見ないと決められない部分が大きいと思うのだが。 

→青木：その通りである。自分の場合は過年度の場合について説明し、今年度どうするか

は受講生と相談する、と書いたこともある。（あとは「学生が選んだプロジェクトワー

ク」のように玉虫色に書く方法もある。） 

 

質問者 3：SALC に来る学生はどれくらいか。関心の低い学生にはどのようにアプローチす

るべきだと考えるか。 

→ワトキンス：全体の学生数は 4,000 人。新しい SALC には一日 1,000 人、月に２万人ほど

来る。SALC には他の学生と会うために来る学生もいる。「SALC を使っている」という

定義が難しい。1 年前の SALC の２～３倍が来ているのは、SALC の意義が広がったため

である。学生の様々な興味に合わせて英語を使用して何かをしたいと考えている学生を

支援する。前の SALC の方が好きだったという学生もいるが、前の SALC は英語だけに特

化していた。今の SALC はカフェなどがあっていろいろな学生が来るようになり、来る

                                            
1 Little, D. (2017). Language learner autonomy and plurilingual repertoires. Plenary talk given at 13th 
Nordic Workshop on Developing Learner Autonomy in Language Learning and Teaching, Helsinki University, 25 

August 2017. 
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ことでラーニングアドバイザーと話して学習の方法や学習のコミュニティを知るなど、

incidential learning の機会がうまれている。このようにして、もともと学習しようと

は思っていなかった学生にターゲットを広げている。 

→青木：実践共同体（community of practice）の理論から考えると、中心で活動する人た

ちだけでなく、周辺に止まりたい人にも居場所があるようなシステムをつくる必要があ

る。だから、来る学生が皆勉強をする必要はない。いろんな目的で来る学生がいてよい

し、興味がない学生を無理やり来させる必要もない。 

 

質問者 4：SALC の広報で工夫されている点は？ 

→ワトキンス：学生のリサーチアシスタント（RA）を雇い、SNS で情報を広めてもらって

いる。期間限定のキャンペーンを作って SALC のグッズをあげる、学校のサイトに情報

を載せてもらうなどもした。しかし、ラーニングアドバイザーが直接声をかける、友だ

ち同士が誘い合うなどの一人一人のつながりが一番強くて効果がある。 

 

質問者 5：SALC ラーニングシステムの 11 人のアドバイザーはフルタイムか。カフェのコー

ヒーは有料か。 

→ワトキンス：全員フルタイムで、希望すれば英語のクラスを担当することもできる 。一

人の先生が約 50 人の学生とラーニングジャーナルのやり取りをしている。ミーティン

グ（学生との直接の面談）も１回 30 分ではなかなか終わらないので、ミーティングや

50 人の学生への対応をしていると、フルタイムが 11 人いても忙しい。カフェは有料。 

→青木：オープンスペースでアドバイザーと学生が遭遇して、そこで話をするのを見たこ

とがある。出会いはアドバイジングセッションだけではない。 

 

質問者 6：アドバイザーと学生のマッチングはどうなっているのか。アドバイザーは自由

に変えられるのか。 

→ワトキンス：一年生のクラスにそれぞれ一人のラーニングアドバイザーがつくが、その

後変えることもできる。 
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質問者 7：学生のアドバイジングの経験を共有する仕組みや工夫はあるか。 

→青木：学生たちがアドバイジングの成果を共有する手段として、グループでアドバイジ

ングを行い、一人の学習者が行ったことを他の学習者が聞いて、自分のレパートリーを

増やすという方法もある。だから、アドバイジングは必ずしも一対一でなければならな

いというわけではない。一対一のアドバイジングの良さももちろんあるが、グループで

のアドバイジングでないとできないこともある。 

→ワトキンス：11 人のアドバイザーの間で常に PD（professional development）セッショ

ンというものをしている。新しいリソースを共有したり、各自のアドバイスセッション

を録音し、アドバイジングスキルに関するフレームワークなどを用いて分析したり、ア

ドバイザー同士で意見交換を行っている。また常に新しいアドバイザーが入ってくるの

で、そのアドバイザーをトレーニングしながら自分もトレーニングする、といったこと

もしている。 

→義永：阪大の図書館では大学院生のラーニングサポーターがおり、オンラインのグルー

プで担当した事例についての情報交換をしたり、ロールプレイを用いた研修でアドバイ

ジングの方法を学んだりしていると聞いている。 

→青木：アドバイジングは実際にやってみて自分の技量を高めていくことが必要。紹介し

た参考文献にもアドバイジングに関するものがたくさん含まれているので、参考にして

ほしい。 

 

質問者 8：自分の関心の赴くままに学習を進めているというのは CLIL を自律的に実践して

いるということになるのではないか。神田外語大学には CLIL 的な授業があって、それ

によって学生の興味関心を引き出しつつ、さらに SALC でアドバイザーとともに学ぶと

いった融合が起きているのか。 

→ワトキンス：３年生以上となると総合科目というものがあり、自分の興味のあるコンテ

ンツを英語で学べる。それが神田の CLIL 実践のメインの形である。SALC のカリキュラ

ムについては、CLIL のようにコンテンツに特化したもではなく、自律学習スキルの習得
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がメインである。SALC アドバイザーと先生が共同で CLIL の授業を作成することは今の

ところない。SALC では学習をしている間に自分がどのような学習者になっていくか、ど

ういう学習上の問題に遭遇しているか、といった学習の仕方にフォーカスをしている。 

→青木：CLIL にはいくつか絶対に押さえないといけない条件があって、それを考えると、

自律的な学習と CLIL での学習を両立させるというのはすごく難しい。CLIL は教師側が

綿密にプランをたてて準備して始めて成り立つものなので。 

 

質問者 9：神田外語大学の SALC 以外で言語や文化を教えている先生方とはどのように協力

しているのか。 

→ワトキンス：SALC の他にも MULC （multilingual communication center)などセンター

はたくさんあり、新しくなった SALC は、他のセンターをリードしていくことが期待さ

れている。学習者に最大のメリットがあるように、MULC と協力してイベントを開く、日

本文化を伝えるセンターの先生に SALC に来てもらったりするなどしている。留学生別

科では留学生の自律学習を教えているため、そこの先生方にアドバイジングのトレーニ

ングをすることもある。 

 

質問者 10：フォーマルなカリキュラムと SALC での学生たちの学習における当面の役割分

担と将来的な役割分担についてどう考えているか。 

→ワトキンス：１年生の場合、急に授業が全部英語になり、先生も日本人ではない。外国

人の先生の場合、学生が自主的に動くと思っていることが多いので、クラスについてい

けない学生のサポートも、アドバイザーの仕事の一つと考えている。例えば１年生での

ゴールが先生に質問できるようになること、といった学生もいる。またカリキュラムの

中で TOEIC や TOEFL の基準点が設定されているので、それをクリアできる点数が取れる

ようにサポートすることもある。そして、１・２年生の場合は、今まで受験のために勉

強していた英語を、自分のため、楽しいから学ぶものと考えられるようなプランをたて

ることもある。３・４年生になると英語をツールとして使いながらなりたい自分になる

といった、学習者を育てるための指導になっていく。 
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質問者 11：学習者オートノミーを育てるためのクラスはあるのか。 

→ワトキンス：ELM (クラスではなく、個々が自分の時間にやるモジュール)・ELLC のク

ラスが相当する。ELM/ELLC は単位（1単位）あり。ELM の単位が出ない時は自律学習が

したいのに、単位のある授業の課題を優先し、コースが終了できないといったこともあ

った。ELM/ELLC は何度でも履修可能で、繰り返し履修するとメタ認知もどんどん向上し

ていく。 

→青木：オートノミーの評価は難しい。神田外語大学ではオートノミーを評価しているの

か。 

→ワトキンス：ELM の場合 Pass か、クラス登録がなかったことになる。 

 

質問者 12：最後まで終えられなかった学生には先生方からの後追いがあるのか。 

→ワトキンス：ELM を通しての自律学習よりも他のクラスの課題を優先する、という選択

も学習者オートノミーであるけれども、学生によっては、多少のプッシュを必要とする

場合もあるので、相手に合わせて「最近どうなの？」「アドバイジングしにおいで

よ。」といった声掛けをすることもあるし、学生によって追いかける・追いかけないを

選ぶこともある。 

 

質問者 13：SALC に来なくなった理由はどのように見極めているのか。 

→ワトキンス：アドバイジングセッションにはかなりの時間を使うため、学生の状況は分

かるようになってくる。SALC で学生を見つけて話すことにより、学生の現状を把握す

る。しかし、学生が来なくなった場合は連絡がつかなくなる。イベントに誘って来ても

らうなどして、学生と繋がれるようにしている。 

 

質問者 14：教師オートノミーという言葉が印象に残ったが、教師が自由であるために最も

大事なこととは。 

→青木：大切なことはいくつもあるが、何が最も大切か即答できないので、懇親会でお話
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ししましょう。（懇親会では、ナラティブ的知の存在を認めて、ストーリーを語ることが

教師の実践知の表象として正当に評価されることが最も大切だと言いました。でも、他に

も大切なことはたくさんあると思います。） 

 



 

 

 

 

 

協議会風景 
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「第 11回大阪大学専門日本語教育協議会」講演風景 

  

講演 1 

会場全体 質疑応答 

全体討論 報告 

講演 2 
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付録：過去の大阪大学専門日本語教育研究協議会の開催状況 

 

１．第１回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

 「大学院レベルの専門日本語教育とは何か」 

  日時：2007 年 3 月 13 日（火）13：00～17：50 

  場所：吹田キャンパス IC ホール 留学生センター２階 Room５＆６ 

 

２．第２回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

 「大阪大学における専門日本語教育のさらなる定着に向けて 

  ―留学生・指導教員とのディスカッションを通して―」 

  日時：2009 年 3 月 10 日（火）13：00～17：30 

  場所：吹田キャンパス IC ホール 留学生センター２階 Room５＆６ 

 

３．第３回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

 「専門日本語教育におけるライティング能力の養成 

  ―留学生と日本人学生の双方に対する教育の共通課題―」 

  日時：2010 年 3 月 9 日（火）13：00～17：30 

  場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室１ 

 

４．第４回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

 「キャリア形成につながる専門日本語教育を考える」 

  日時：2011 年 3 月 8 日（火）13：00～17：00 

  場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 1 

 

５．第５回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

 「日本語教育のスタンダードの課題と展望」 

  日時：2012 年 2 月 15 日（水）13：00～17：00 

  場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 1 

 

6．第 6回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

 「研究留学生のための専門日本語教育を考える」 

  日時：2013 年 2 月 19 日（火）13：00～17：00 

  場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 1 

 

7．第 7回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

 「上級レベルの専門日本語教育 -理論と実践-」 

  日時：2014 年 2 月 17 日（月）13:00〜17:00 

  場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 

31



 

 

8．第 8回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「グローバル時代を生き抜く力の養成と大学における日本語教育を考える 

-大学から社会への橋渡しを視野に-」 

  日時：2015 年 2 月 17 日（火）13:00〜17:00 

  場所：吹田キャンパス コンベンションセンター 2 階 会議室 2 

 

9．第 9回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「専門日本語教育における IT 活用の可能性」 

  日時：2016 年 2 月 16 日（火）13:00〜16:55 

  場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 

 

10．第 10 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「内容言語統合型学習（CLIL）の実践に向けて」 

  日時：2017 年 2 月 21 日（火）13:00〜17:00 

  場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 

 

11．第 11 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「学習者オートノミーを育む言語学習とその支援」 

  日時：2018 年 2 月 16 日（金）13:00〜17:00 

  場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 
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